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１
　
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
と
は

太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
は
、
太
平
洋
諸
島

フ
ォ
ー
ラ
ム
（Pacific

Islands
Forum

＝

略
称
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
に
加
盟
す
る
十
四
カ
国
（
今

回
は
ナ
ウ
ル
共
和
国
が
欠
席
の
た
め
十
三
カ

国
が
参
加
）
と
二
地
域
及
び
開
催
国
の
日
本

の
首
脳
が
一
堂
に
会
し
、
各
国
が
直
面
す
る

様
々
な
課
題
へ
の
取
り
組
み
や
、
協
力
の
あ

り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
国
際
会
議

で
す
。

参
加
国
の
多
く
は
、
国
土
や
市
場
規
模
が

小
さ
く
、
経
済
的
な
困
難
や
安
全
保
障
上
の

不
安
、
温
暖
化
に
伴
う
海
面
上
昇
の
影
響
に

よ
る
国
土
水
没
の
危
険
性
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
担
う
人
材
の
不
足
や
廃
棄
物
処
理
対
策

等
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
第
一
回
会

議
が
東
京
都
（
１
９
９
７
年
）、
第
二
回
会

議
が
宮
崎
県
（
２
０
０
０
年
）
で
開
催
さ
れ
、

様
々
な
課
題
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

三
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、

昨
年
十
一
月
、
沖
縄
県
で
の
開
催
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
我
が
国
で
唯
一
の
亜
熱
帯
地
域
、

島
嶼
県
で
あ
り
、
参
加
各
国
と
多
く
の
共
通

点
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
島
嶼
地
域
に
共
通

す
る
課
題
を
検
討
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場

ン
グ
ロ
ー
ブ
保
護
に
つ
い
て
、
本
県
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
経
験
を
活
用
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

会
議
の
最
後
に
、
２
０
０
４
年
の
国
際
珊

瑚
礁
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
本
県
開
催
や
、
我
が

国
と
太
平
洋
地
域
と
の
協
力
の
継
続
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
「
沖
縄
宣
言
」
と
「
共
同
行

動
計
画
」
か
ら
な
る
「
沖
縄
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

３
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
パ
ネ
ル
展
示

会
議
会
場
に
隣
接
す
る
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
ウ

ン
ジ
で
は
、
環
境
保
護
や
資
源
の
リ
サ
イ
ク

ル
、
生
活
習
慣
病
へ
の
対
策
、
太
平
洋
地
域

と
沖
縄
と
の
交
流
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ

ル
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
か
ら
、
海
と
渚
保
全
会
、
沖
縄
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
市
民
の
会
の
両
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

（
社
）
日
本
糖
尿
病
協
会
沖
縄
県
支
部
、
琉
球

大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
島
嶼
研
究
セ
ン
タ
ー
、

国
際
協
力
事
業
団
沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー
の
五

つ
の
機
関
が
出
展
し
、
各
国
首
脳
は
質
問
を

交
え
な
が
ら
熱
心
に
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

４
　
沖
縄
伝
統
芸
能
披
露

十
六
日
（
金
）
夜
の
小
泉
総
理
主
催
晩
餐

会
に
引
き
続
き
、
琉
球
舞
踊
、
空
手
に
よ
る

沖
縄
伝
統
芸
能
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
四
つ
竹
」
で
優
美
に
幕
を
開
け
、
空
手
の

模
範
演
技
、
鍛
錬
方
が
披
露
さ
れ
る
と
会
場

は
一
気
に
緊
張
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
「
谷
茶
前
」
の
軽
快
な
踊
り
で
、
一
転
し

て
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
、
最
後
は
各
国

首
脳
、
小
泉
総
理
も
参
加
し
て
の
カ
チ
ャ
ー

シ
ー
で
、
盛
況
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

５
　
夫
人
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
各
国
首
脳
と
と
も
に

来
県
さ
れ
た
首
脳
夫
人
ご
一
行
に
対
し
、
首

脳
会
議
開
会
時
間
を
利
用
し
、
美
ら
海
水
族

館
、
琉
球
村
へ
の
ご
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

美
ら
海
水
族
館
で
は
、
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の
雄

大
な
姿
や
、
色
鮮
や
か
な
魚
の
群
れ
が
大
水

槽
の
中
を
泳
ぎ
回
る
姿
を
、
興
味
深
く
観
覧

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
琉
球
村
で
は
カ
チ
ャ

ー
シ
ー
や
紅
型
衣
装
を
着
て
の
記
念
撮
影
を

堪
能
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

６
　
県
知
事
主
催
昼
食
会

十
七
日
（
土
）
の
首
脳
会
議
終
了
後
、
知

事
主
催
に
よ
る
昼
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
か
ら
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
活
動

や
各
種
交
流
事
業
を
通
じ
て
太
平
洋
諸
島
へ

の
派
遣
及
び
留
学
経
験
を
有
す
る
方
々
や
、

太
平
洋
諸
国
か
ら
来
県
さ
れ
た
研
修
生
を
は

じ
め
多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
か

り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
に
身
を
包
ん
だ
出
席
者
は
、

長
寿
を
テ
ー
マ
に
、
県
産
食
材
を
使
用
し
た

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
歓
談
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

７
　
県
民
交
流
会

十
七
日
（
土
）
午
後
に
は
、
首
里
城
公
園

に
お
い
て
県
民
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

城
西
小
学
校
五
、
六
年
生
の
児
童
生
徒
を
は

じ
め
と
す
る
大
勢
の
県
民
に
よ
る
歓
迎
を
受

け
た
後
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ソ
マ
レ

首
相
と
稲
嶺
知
事
が
、
平
和
と
友
好
を
祈
念

し
て
万
国
津
梁
の
鐘
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

下
之
御
庭
で
の
児
童
に
よ
る
空
手
演
武
を
鑑

賞
し
た
ご
一
行
は
、
琉
球
国
王
・
王
妃
役
に

よ
る
出
迎
え
を
受
け
て
御
庭
へ
移
動
し
、
正

殿
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
二
日
間

の
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

８
　
第
３
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ

ト
を
終
え
て
　

今
回
の
首
脳
会
議
で
は
、
我
が
国
と
太
平

洋
地
域
が
直
面
す
る
課
題
へ
の
取
り
組
み
に

対
し
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
会
議
の

成
果
を
ま
と
め
た
「
沖
縄
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

を
採
択
し
、
我
が
国
と
太
平
洋
地
域
と
の
協

力
関
係
の
強
化
に
向
け
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
ま
し
た
。

沖
縄
県
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
比
較
的

交
流
の
機
会
の
少
な
か
っ
た
国
や
地
域
の
首

脳
の
来
県
に
伴
い
、
太
平
洋
地
域
と
の
今
後

の
交
流
促
進
へ
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構

築
さ
れ
る
と
同
時
に
、
２
０
０
０
年
Ｇ
８
サ

ミ
ッ
ト
に
続
く
大
規
模
な
国
際
会
議
の
開
催

受
入
に
よ
り
、
今
後
の
国
際
会
議
誘
致
・
開

催
へ
向
け
た
貴
重
な
経
験
の
蓄
積
に
も
つ
な

が
り
ま
し
た
。

本
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
通
じ
、
本
県
の
自
然

や
歴
史
、
文
化
、
そ
し
て
県
民
の
美
ら
心
を

世
界
へ
発
信
で
き
た
こ
と
は
、
首
脳
会
議
の

成
功
と
と
も
に
、
本
県
に
と
っ
て
非
常
に
意

義
の
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

所
で
あ
る
本
県
で
の
開
催
に
は
、
大
き
な
注

目
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

２
　
首
脳
会
議

初
日
の
十
六
日
（
金
）、
万
国
津
梁
館
オ

ー
シ
ャ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
会
式
が
行
わ

れ
、
共
同
議
長
を
務
め
た
小
泉
総
理
と
ガ
ラ

セ
・
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
共
和
国
首
相
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
地
元
を
代
表
し
て
稲
嶺
県
知
事

が
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
が
本
県
で
開
催

さ
れ
、
皆
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
く
思
う
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
を
機
に
、

友
好
関
係
を
一
層
発
展
さ
せ
、
各
面
で
持
続

的
発
展
に
貢
献
す
る
場
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
」
と
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
場
所
を
移
し
て
の
第

一
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
テ
ロ
対
策
や
国
際
犯

罪
の
抑
止
、
新
型
肺
炎
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
感
染

拡
大
へ
の
警
戒
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

翌
十
七
日
（
土
）
の
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
教
育
・
人
材
育
成
が
議
題
と
な
り
、
通
信

衛
星
回
線
を
利
用
し
た
南
太
平
洋
大
学
（
フ

ィ
ジ
ー
）
と
の
テ
レ
ビ
会
議
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
続
く
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は

環
境
保
護
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
サ
ン
ゴ
や
マ

第
３
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
開
催

去
る
５
月
16
、
17
日
の
両
日
、
万
国
津
梁
館
を
会
場
と
し
て
「
第
３
回
太
平
洋
・

島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
太
平
洋
諸
島
13
カ
国
２
地
域
の
首
脳
と
開
催
国
で
あ

る
我
が
国
か
ら
小
泉
総
理
が
参
加
し
、
首
脳
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
県
で
は
、

本
県
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
の
紹
介
や
県
民
と
の
触
れ
合
い
を
目
的
に
支
援
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

※写真説明

１　開会のあいさつを行う小泉総理

２　活発な意見が交された首脳会議（第１セッション）

３　ＮＧＯパネル展示を見学する首脳一行

４　ブセナテラスでの瀬喜田小学校・幼稚園児童に

よる出迎え

５　首里城正殿前での記念撮影

６　美ら海水族館での首脳夫人一行

７　紅型衣装に身を包んで記念撮影（琉球村）
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